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平成 18 年度「鳥取沖日本海比抵抗構造調査観測」に参加して 
 




で日本海、鳥取沖で実施された観測に参加（写真 1）したので報告する。  
 
1．目的 
 本調査の目的は、京都大学防災研究所「平成 18 年度防災研究推進特別事業（研
究課題：日本海を含む山陰地域での下部地殻と背弧マントルを比抵抗構造で見
る）」の一環として、日本海鳥取沖で実施する自己浮上式海底電位磁力形 (OBEM)
および自己浮上式海底電位差形 (OBE)を用いたマグネトテルリクス法 (MT 法 )に
よる比抵抗構造調査のための OBEM 及び OBE 設置である。  





 この調査観測の準備として、鳥取沖日本海で OBEM4 台、OBE1 台の設置を行




 平成 18 年 8 月 29 日（火）～平成 18 年 8 月 31 日（木）（3 日間）  
 
3．使用船（写真 2） 
 鳥取県、海洋練習船「若鳥丸」（鳥取県教育委員会所管）  
  船型 全通二層甲板、船尾機関型  
  船長 56.97ｍ  









写真 1 参加スタッフ 
観測装置の概要 
1．  短 周 期 海 底 電 位 磁 力 計 (OBEM)
（海洋研究開発機構（写真 3））～









 KT0625 行動時には、上部に 10inch 浮力球を付加。  
 
2．  短周期海底電位差計 (OBE)（九州能力開発大学校）～KPC-E 型を 1 台使
用。  
   
観測日程 
 8 月 29 日 08：30  外港竹内埠頭 集合  
      09：00  器材積み込み  
      10：00  ミーティング  
      11：30JST（約 65 海里） 境港発  
      17：00  JM100A。投入開始（写真 5）。  
17：30  JM100A 投入完了。  
18：00  JM100A 着底。音響位置決定開始。  




写真 3 OBE：KPC-E 
（短周期海底電位差計） 
写真 2 海洋練習船「若鳥丸」 
 
写真 4 OBEM：M100A,B,C 
（短周期海底電位差計） 
 8 月 30 日 08：00  KPC-E で投入開始。  
      08：30（約 10 海里） KPC-E 投入完了。シフト開始。  
      09：30  JM100B 着。投入完了。  
      10：00（約 38 海里） JM100B 投了完了。シフト開始。  
      13：50  JM100C 着。投入開始。  
      14：20（約 18 海里） JM100C 投了完了。シフト開始。  
      16：10  UTHD 着。投入開始（写真 6）。  
      16：40  UTHD 投入完了。  
      18：15  UTHD 着底。音響位置決定開始（写真 7）。  
 20：15（約 120 海里） 音響位置決定終了（写真 8）。  
境港に向けオンコース  
 
8 月 31 日 09：30JST 境港着  





写真 5 OBE：KPC-E、着水風景 
  
写真 6 UTHD（長周期海底電位磁力形）
写真 7 音響位置測定 
 
写真 8 音波発進装置 
鳥取沖での観測器材（OBEM および OBE）設置位置一覧表  
M100A （北緯 36 度 09.43 分、東経 134 度 20.00 分、  
予想深度 1100～1150ｍ）  
KPC-E （北緯 36 度 17.14 分、東経 134 度 19.47 分、  
予想深度 1150～1200ｍ）  
JM100B （北緯 36 度 27.00 分、東経 134 度 18.42 分、  
予想深度 1200～1250ｍ）  
JM100C （北緯 37 度 05.14 分、東経 134 度 16.84 分、  
予想深度 2200～2250ｍ）  
UTHD   （北緯 37 度 22.29 分、東経 134 度 18.42 分、  

































写真 13 夕食風景 
  
写真 14 船上での筆者 
